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ため、 VIスケジュールでは長い IRTが強化されることになる。この結果、 VIスケジュールでは
安定した比較的低い反応率（長い IRT）が多く見られる、とした。
IRT強化理論は IRTに対して選択的に強化する強化スケジュールでの被験体の行動からも支














































Peele, Casey, & Silberberg (1984）は、 VI、VRスケジュールにおいて、 IRT強化と全体的な強化















Peele et al. (1984）に対する批判は、実験およびシミュレーションそれぞ、れについて行われてい
る。McDowell& Wixted (1986）はVRスケジュールをVIplus linear feedback (VIスケジュールで
はあるが、反応率が高ければ高いほど、強化率が高くなるようにしたもの）と表現できることを
指摘した。このVI-with-linear-feedbackスケジュールのもとでは、被験体はVRスケジュールの
もとでと同じような反応率を示し、 Peeleet al. (1984）のIRT強化理論では同様の結果が起らない
はずであると指摘した。









とによって、そのIRTクラスの頻度は増加する。 Wilkie& Pear (1972）は l秒から 2秒の区間の
IRTを強化することによって、その区間のIRTが生起する頻度が増加することを示した。また
IRTに対する強化と、全体的な強化率を独立に操作する試みが数多く行われている。またKuch
































よび反応パターンをあらわしている（Hyten& Madden, 1993）。 IRTの系列依存性とは、以前の
IRTの系列｛…，IRTn-hIRTn｝がIRTn.ilこ与えている影響である。もしも IRTに系列依存性がない
















第2の方法は、 IRTnとIRTn.1の散布図で、ある。散布図には x軸にIRTnの長さを、 y軸に IRTn+1














ACF(k) = 1=1 
ヱ［X(t）主］2
(1) 










期からある。 IRTを分化強化する DRLスケジュールでの IRT系列依存性を示す報告がある。例
えばFerraro,Schoenfeld, & Snapper (1965）はラットを被験体に DRL60sスケジュールの獲得期
および消去期における IRTの系列依存性を調べた。 IRTnの平均値と IRTn+1の平均値のグラフか
ら、強化・非強化にかかわらず、 IRTnとIRTn+1はほぼ同じ長さ、つまり短い IRTnの次には短い
IRTn+1が、長いIRTnの次には長い IRTn+1が続きやすいことを示した。またWeiss,Laties, Siegel, 






調べられている。 Blough& Blough (1966）はハトを被験体にVllminおよびVI2minスケジュール
での IRT分布および系列依存性について報告している。 IRTを短い IRT(Vllminでは0.3秒以下、




被験体にfixed-interval(FI) 4minとfixed-ratio(FR) 60スケジ、ユー ルでIRTの系列依存性を調べたo
FIスケジ‘ユールのもとでは IRTnが長くなるほど、 IRTn+1のIRT/Opの値が右肩上がりに高くな
る傾向が見られた。 FRスケジュールのもとでは0.3秒よりも短い IRTnの場合には、 IRTn+lは0.3
秒以内に偏る傾向が見られる一方で、 0.3秒よりも長いIRTnの場合には、 IRTn+1のIRT/Opの値
は比較的変化が少なかった。 Crossman,Trapp, Bonem, & Bonem (198日はハトを被験体に様々な










の強化スケジ、ユールすべてで系列依存性が認められないとした。また Gomez,Ruiz Adan, Llosa, 







































Gentry, Weiss, & Laties (1983）はFIスケジュールでのハトのIRT系列依存性を調べている。IRTn
とIRTn+1の相対頻度を分析したところ、個々のハトによってIRT系列依存性が固有であることが
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